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       第一章 緒   言

 今日ほどわが国において，悪性新生物の問題が

とりあげられたことはない。近代の予防および治

療医学の発達により，諸種伝染病による死亡が著

しく減少し，かわって，老入性疾患ともいうべき

脳卒中，悪性新生物，動脈硬化性心臓病による死

亡が増’吝してきた。ことに，これまでわが国死亡

率の首位を占めていた結核が激減し，昭和26年前

半からは脳卒中による死亡が首位にたち，昭和27

年後半からは悪性新生物による死亡が2位を占め

るにいたった1）。それゆえに，現在わが国におい

ては，悪性新生物について種々なる研究が行わ

れ，それぞれ結果が報告されている。しかし気象

及び社会的諸要約の，悪性新生物の死亡率に対す

る影響については，ほとんどその研究をみない。

 そこで著者はさきに脳卒中死亡率に対する諸要

約の影響についての報告と同様，諸要約の悪性新

生物に対する影響について研究し，若干の知見を

得たので報告する。しかしながら，悪性新生物につ

いては，その発生部位の異なることによって影響

する要因も異なるのではないかと思われるが，発

生都位別による研究は後にゆずることにして，今

回は全悪性新生物について報告することにする。

     第三章 資料及び研究方法

 資料

  人ロ……………昭和30年国勢調査：報告

             （1％抽出推計人口）

  悪性新生物訂正死亡率

          寿命学研究会年報（昭32）

  平均気温…・…・・中央気象台月報（昭31）

  預金高………財政金融統計月報 64（昭31）

  工業就業者数…昭和30年国勢調査報告

 研究方法

 わが国において，都道府県別にみた悪性新生物死亡

率の高低に対する気象及び社会的諸要約は種々考えら

れるが，さきに，著者は脳卒中について同様の研究を

行ったので，これにならい以下の5種に限った。

1．

2．

3．

4．

5．

6．

悪性新生物の訂正死亡率

平均気温＝・log（年間平均気温）

人・の都旗中率一（薦婚・・・…）

一世帯平均人員

富の分布一（塗藩融機関璽静

工響町数一（工業就業者数 ×10総就業者数   ’）

 これらの諸要約は，最近の悪性新生物の事情を研究

するため，国勢調査の行われた昭和30年度のものを用

いた。

 以上の要約中，悪性新生物の死亡率は，性，年令構

成を考慮して訂正死亡率を使用した。標準人口は昭和

30年全国人口を用いた。平均気温に対数を用いたの

は，度数分布が一方に偏筒しているので，これを正常

に近づかしめるためである。

 上記の諸要約と，悪性新生物訂正死亡率との関係を

部分椙関法を採用して，その相関係数を算出し，いか

なる要約が重要な影響を及ぼしているか検討した。

 部分相関の公式2）はつぎのごとくである。

    H r12－54… （n－1）’rln．54… （n－1）r2n 54一一・（n－1）

 r12， 54…n一 （1－rln・s4…（n－1）） ePEi （1－r2n 54・・ （n－1））％

 上の公式において，r12 54・・nという相関係数の2と

3の間の点は，その点以下の度数34…nを一定にし

て，その影響をのぞくことを意味している。他の例も

Hu皿io IZUMI（Department of Hygiene， Tokyo Women’s Medical Co11ege）lStudies on thie factors

influencing the death－rate from cancer in Japan from the standpoint of public health statistics．
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 みなこれに準ずる。

  零丁の相関係数はつぎの公式5）によった。

         E （xy）
      rxy＝＝一irfligtiSSixg’

  ．ヒの公式において，rxyは2っの変数XYの間の相

 関係数で，Sx，Syはそれぞれの標準偏差， xyはXY

 におけるそれぞれの平均からの偏差で，Nは観察数で

 ある。相関係数rが有意であるか，有意でないかはそ

 の標準誤差の2倍以上ならば有意であり，それ以下な

 らば有意でないとした。その公式は，

ig・klit S・EX i2＝＝ P7＝miNNtti t

融 ・E…一…一三一1、＋K，

  上の公式中S．E．r12， SE．r12．3．！…nは標準誤差で，

 Nは測定数，Kは影響を除外した要素の数である。

     第三章 研究の結果及び考察

  第一節 平均気温と悪性新生物死亡率

 気象的要約には種々あるが，平均気温を気象的

要約の代表として研究してみることとする。

 平均気温と悪性新生物死亡率の二次の相関をみ

ると，

     ri ，， ＝ 一〇． 016±O． 149

ほとんど相関はないといってよい。つぎに，他の

諸要約を1頃次に一定にしてみると，

     ri ，）・ ，．＝ 一〇． 092±O． 151

     ri L，・ ．t ＝＝ 十〇． 055±O． 151

     ri 2・ r， ：＝ 一〇． 103±O． 151

     ri2・ 6＝一〇． 119±O． 151

いずれもほとんど相関はない。そこで，これらの

諸要約を全部同時に一定にして，その影響をのぞ

いてみると

  ri L，・ ；i－s6＝十〇． 007±O． 156

やはりほとんど相関はない。すなわち，平均気温

という気象的要約は悪性新生物の死亡率に対して

は，影響を与える因子・ではないといいうる。これ

については，武田4）もその研究で，脳卒中，心臓

疾患による死亡が，寒冷期高く，暑期低い単子性

の季節変動しめすのに反し，癌のみは一定の傾向

がみられず，とくに季節と癌死亡が関係があると

は思われないといっている。しかし，平山5）6）は

胃癌が日本海沿岸の北陸地方に多く，南九州地方

に低いといい，子宮癌は気温の暖い地方に概して

多いといっているので，なを部位別による検討が

必要であろう。

  篇二飾 人口の都市集1・卜［率と悪性新生物の

      死亡率

 人口の都市集中率と悪性新生訂正死亡率の零次

の相関をみると，

     ri 3 ＝ 十〇． 292±O． 149

順相関ではあるが，有意ではないみつぎに他の諸

要約を順次に一定にしてみると，

     ri 3・ L，＝十〇． 305±O． 151

     ri3・ 4 ＝十〇． 397±0． 151

     ri3・s＝ 十〇． 038±O． 151

     ri3・ 6 ＝十〇． 061±O． 151

平均気温と一世帯平均人員を一定にしたものは有

意の順相関をしめす。そこで，これらの諸要約を

全部同時に一定にして，その影響をのぞいてみる
と，

   rn・ L， “，，＝十〇． 017±O． 156

ほとんど相関はないといってよい。すなわち，人

口の都市集中率は悪性新生物の死亡率に対して影

響を与える因子ではないといいうる。

 平山7）は胃癌の原因は人口の大きさとはとくに

関係がないと想像されるといっているが，同じ平

山6）8）9）も他の研究では，子宮癌，肺癌，食道癌

は常に都市地域に高率であるといっている。ここ

にもまた癌の発生部位別による要因の多様性をし

めしているように思われる。

  第三節 一世帯平均人員と悪性新生物の

      死亡率

 一世帯平均人員と悪性新生物訂正死亡率の墨銀

の相関をみると，

     ri4＝十〇． 191±O． 149

順相関ではあるが有意ではない。つぎに，他の諸

要約と順次に一定にしてみると，

     ri4・ ，＝十〇． 198±O． 151

     rコ，t。3＝・十〇．337±0．151

     ri ．i・ s ＝十〇． 432±O． 151

     ri4・ ，＝＋O． 412±O． 151

平均気温を一定にしたもののほかは，すべて有意

の順相関である。そこで，これらの諸要約を全部

同時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

   ri ・t・ s｝3s ，， ＝十〇． 427±O． 156

有意の順相関をしめす。すなわち，一世帯平均人

員の多い地方ほど，悪性新生物の死亡率は高いと

いいうる。このことは，癌が遺伝的素因の非常に

強い疾患であるため，世帯人員の多いほどこのよ

うな遺伝的素因をもつ者が多く，また，近親結婚
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の比較的多い農村の実情からも，かかる遺伝的素

因がより多く，このために，一世帯平均人員の多

い地方に悪性新生物による死亡が多いのではない

かと，想像される。しかし，石田1）はその発生部

位により，多発地域に差異があるといっているの

で，ここでもやはり，発生部位別による検討が必

要であろう。

  第四節 富の分布と悪性新生物死亡率

 平山5）6）10）によると，消化器及び子宮癌は低社

会層に多く，乳癌は反対に上流社会に多いといっ

ているが，全悪性新生物についてみると，零次の

相関では，

     ris＝ 十〇． 355±O． 149

有意の順相関をしめす。すなわち，富の分布の大

きいほど悪性新生物による死亡は高くなってい

る。つぎに，他の諸要約を順次に一定にしてみる

と，

     ri s・ 2 一一 十〇． 368±O． 151

     ri s・ 3＝ 十〇． 214±O． 151

     ri r，・ 4＝ 十〇． 512 tO． 151

     ri s・ c， ＝＝ ＋O． 148±O． 151

平均気温と一世帯平均人員を一定にしたものは，

有意の順相関をしめしている。そこで，これらの

諸要約を全部同時に一定にして，その影響をのぞ

いてみると，

  ri ．r・ o．346＝十〇． 274±O． ls6

順相関ではあるが，有意ではない。すなわち，富

の分布は悪性新生物の死亡率に影響を与える因子

ではないといいうる。しかしながら，この場合で

もまた，発生部位により，その多発する階層が異

なるようにみえるので，部位別による研究が必要

であろう。

  第五節 工業化指数と悪性新生物死亡率

 平山！0）はその研究で，職業的色彩を持つ癌は意

外に多く，職業は癌の社会的要因として，最：も重

視すべきものの一つであるとし，例えば，上顎

癌，肺癌が金属工業者に多く，膀胱癌が化学工業

者に多いとしている。しかしながら，同じ平山7）

も胃癌の揚合においては，産業形態にとくにとり

たてていうほどの関係はないのではないかといっ

ている。そこで，胃癌がその約半数を占めるわが

国の悪性新生物の死亡率についてみると，駅頭の

相関では，

     ri 6 ＝＝ 十〇． 388±O． 149

有意の順相関をしめす。つぎに，他の諸要約を順

次に一定にしてみると，

     ri 6・ 2＝十〇． 346±O． 151

     ri 6・ 3 ＝十〇． 167±O． 151

     ri 6・ 4＝ ＋O． 480±O． 151

     ri．6・ s＝ 十〇． 034iO． 151

平均気温と一一世帯平均入員を一定にしたものは，

有意の順相関をしめす。つぎに，これらの諸要約

を全部同時に一定にして，その影響をのぞいてみ

ると，

 ’ ri 6・ 234s＝ 一〇． 012±O． 156

ほとんど相関はないといってよい。すなわち，工

業化指数は悪性新生物の死亡に影響を与える重要

な因子ではないといいうる。しかしながら，前述

のように，部位によっては職業的色彩の強い疾患

であるという者もあるので，ここでもまた，部位

別による研究の必要を痛感するのである。

      第四章 総括及び結論

 悪性新生物訂正死亡率に及ぼす自然及び社会的

諸要約の影響について，昭和30年度における都道

府県別にみた悪性新生物訂正死亡率の大小と，平

均気温，人口の都市集中率，一世帯平均人員，富

の分布，工業化指数の5種の要約との部分相関を

検討したのであるが，その結果を総括すれば，つ

ぎのごとくである。

 （1）平均気温 平均気温と悪性i新生物訂正死亡

率との相関をみれば，零次においては，

     ri 2＝ 一〇． 016±O． 149

ほとんど相関はない。つぎに，諸要約を全部同時

に一定にして，その影響をのぞいてみると，

   r12．3456＝十〇．007ゴニ0．ユ56

やはりほとんど相関はない。すなわち，平均気温

は悪性新生物の死亡率に対して影響を与える因子

ではないといいうる。

 （H） 人口の都市集中率 人口の都市集中率と

悪性新生物訂正死亡率の相関は，零次において
は，

     ri 3 ＝ 十〇． 292±O． 149

順相関ではあるが，有意ではない。つぎに，諸要

約を全部同時に一定にして，その影響をのぞいて

みると，

   ri3・ 24．pt e， ＝＝ 十〇． 017±O． 156

 ほとんど相同はない。すなわち，人口の都市集

中率もまた，悪性新生物の死亡率に対して影響を
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一与える因子ではないといいうる。

 （皿） 一世帯平均人員 一世帯平均人員と悪性

新生物訂正死亡率の相関をみると，零次では，

     ri，＝十〇． 191±O． 149

順相関ではあるが，有意ではない。つぎに，諸要

約を全部同時に一定にして，その影響をのぞいて

みると，

   ri4・ 23s・ ，，＝ 十〇． 427tO． 156

有意の順相関である。すなわち，一帯平均人員の

多いほど，悪性新生物の死亡率は高いということ

がわかる。

 （IV） 富の分布 富の分布と悪性薪生物訂正死

亡率の相関は，零次においては，

     ru， ＝ 十〇． 355±O． 149

有意の順相関をしめす。そこで，他の諸要約を全

都同時に一定にして，その影響をのぞいてみる
と，

   ri r，・ L， ，i ．L ，， ＝：＝ 十〇． 274±O． 156

順相関ではあるが，有意ではない。すなわち，富

の分布は悪性新生物の死亡率に影響を与える因子

ではないといいうる。

 （V）工業化指数 工業化指数と悪性新生物訂

正死亡率の相関は，零次では，

     rl 6＝十〇．388＝ヒ0．149

有意の順相関である。そこで，他の諸要約を全部

同時に一定にして，その影響をのぞいてみると，

   ri 6・ L，34rD ”一〇． 012’±O． 156

ほとんど相関はない。すなわち，工業化指数は悪

性新生物の死亡率に対して影響を与える因子では

ない。

 以上の所見により，悪性新生物訂正死亡率に対

しては，一世帯平均人員という因子のみが影響を

与えており，他の要約はすべて影響を与える因子

ではない。零次において，影響を与える因子であ

るかのようにみえた富の分布，工業化指数は他の

諸要約の介在による二次的な関係からで，実際に

は影響を与える因子ではない。これを要するに，

悪性新生物の死亡率は一世帯平均人員の多い地方

ほど高いということがわかる。しかしながら，前

述したように，悪性新生物がその発生する部位に

よって要因も異なるものがあるので，なを部位別

による検討が必要であろう。

 稿を終るに臨み，終始ご懇切なるご指導，ご校閲を

賜った吉岡博人教授に謹んでご謝意を表する。
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